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（3）　太陽に関する記述について最も適切なものを，次のａ〜ｅから一つ選びなさい。
ク

ａ　太陽の自転周期は高緯度ほど短い。
ｂ　太陽は，惑星の公転とは逆方向に自転している。
ｃ　太陽は，水素の燃焼により，中心部の温度は約1600万K，表面温度は約5800Kに
なっている。

ｄ　太陽からは，電磁波だけでなく陽子や電子も放出されている。
ｅ　太陽を構成する元素で最も多いのはヘリウム，次に多いのは水素である。

４　鉱物について，下の（1）・（2）の問いに答えなさい。
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（1）　次の文中の（　①　）～（　③　）に当てはまる語句の組み合わせとして最も適
切なものを，下のａ〜ｅから一つ選びなさい。 ケ

　図の３つの鉱物は，（　①　）は同じであるが（　②　）は異なり，互いに（　③　）
の関係にあるという。

ａ　①　性質　　　　　②　化学組成　　　③　固溶体
ｂ　①　性質　　　　　②　化学組成　　　③　多形
ｃ　①　化学組成　　　②　原子の配列　　③　固溶体
ｄ　①　化学組成　　　②　結晶構造　　　③　多形
ｅ　①　原子の配列　　②　結晶構造　　　③　固溶体
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（2）　図のA点の温度・圧力条件下でできた珪線石を含む広域変成岩が，その後の温度・
圧力変化によりさらに変成作用を受け，岩石に含まれる珪線石が，らん晶石に変わっ
た。このときの温度・圧力の変化について述べた文として最も適切なものを，次の
ａ〜ｄから一つ選びなさい。 コ

ａ　圧力は変化せず，温度が上昇した。
ｂ　温度は変化せず，圧力が下降した。
ｃ　圧力は下降し，温度が上昇した。
ｄ　圧力は変化せず，温度が下降した。

５　アイソスタシーについて，次の（1）・（2）の問いに答えなさい。

（1）　次の文中の（　①　）～（　③　）に当てはまる語句の組み合わせとして最も適
切なものを，下のａ〜ｅから一つ選びなさい。 サ

　マントルよりも密度の（　①　）地殻は，マントルの上に浮かんでいるとみなすこ
とができる。地殻とマントルの境界は高い山ほど地表から（　②　）なっている。ス
カンジナビア半島などでは，アイソスタシーが成立するように，最終氷期の後，地殻
が（　③　）を続けている。

ａ　①　小さい　　②　浅く　　③　隆起
ｂ　①　小さい　　②　深く　　③　隆起
ｃ　①　大きい　　②　浅く　　③　隆起
ｄ　①　大きい　　②　深く　　③　沈降
ｅ　①　大きい　　②　浅く　　③　沈降

（2）　ある山岳地帯では，最終氷期では平均約1200mの厚さの氷におおわれていた。現
在では，その氷はすべてとけ，その当時から約300m隆起したことがわかっている。
氷の密度を0.9g/cm3とするとマントルの密度は何g/cm3と考えられるか。最も適切な
ものを，次のａ〜ｅから一つ選びなさい。ただし，アイソスタシーが成立しているも
のとする。 シ

ａ　1.2g/cm3　　ｂ　2.4g/cm3　　ｃ　3.6g/cm3　　ｄ　4.8g/cm3　　ｅ　6.0g/cm3
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（選択問題　中学校）

第５問　次の文は，中学校学習指導要領（平成29年告示）　第４節　理科の「第１　目標」
である。下の（1）・（2）の問いに答えなさい。

　自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を ① ，見通しをもって
観察，実験を行うことをなどを通して，自然の事物・現象を科学的に探究するために
必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，
実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。

（2）観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。
（3）自然の事物・現象に ② 関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

（1）　①に当てはまる語句として，最も適切なものを次のａ～ｅから一つ選びなさい。	
ア

ａ　働かせ　　ｂ　養い　　ｃ　醸成し　　ｄ　育成し　　ｅ　　巡らせ

（2）　②に当てはまる語句として，最も適切なものを次のａ～ｅから一つ選びなさい。	
イ

ａ　主体的に　　ｂ　進んで　　ｃ　積極的に　　ｄ　深く　　ｅ　見通しをもって
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（選択問題　高等学校）

第５問　　次の文は，高等学校学習指導要領（平成30年告示）　第５節　理科の「第１款　
目標」である。下の（1）・（2）の問いに答えなさい。

　自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を ① ，見通しをもって
観察，実験を行うことなどを通して，自然の事物・現象を科学的に探究するために必
要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）自然の事物･現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，
実験などに関する技能を身に付けるようにする。

（2）観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。
（3）自然の事物・現象に ② 関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

（1）　①に当てはまる語句として，最も適切なものを次のａ～ｅから一つ選びなさい。	
ア

ａ　働かせ　　ｂ　養い　　ｃ　巡らせ　　ｄ　育成し　　ｅ　醸成し

（2）　②に当てはまる語句として，最も適切なものを次のａ～ｅから一つ選びなさい。	
イ

ａ　積極的に　　ｂ　主体的に　　ｃ　進んで　　ｄ　深く　　ｅ　見通しをもって





＜解答上の注意＞
　出題内容により解答方式が異なります。問題の ア ， イウ などには，数字（0〜9），
小数点（.），符号（−，±），又は文字（a，b，c，d，e）が入ります。解答欄のア，イ，ウ，
…のそれぞれが，これらのいずれかに対応します。下の（例1）〜（例3）に従って解答
欄をマークしてください。

（例1） アイ に 12と答えたい場合

（例2） ウ に bと答えたい場合

（例3） エオ . カキ に 34.56と答えたい場合

　　なお，一つの解答欄に対して，二つ以上マークしないでください。

５　筆記審査（専門教養）が終了した後，解答用紙（マークシート）のみ回収します。
監督者から指示があれば，この問題冊子を，各自，持ち帰ってください。


